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Using recombinant sgp 130 produced with a FLAG

octapeptide epitope（DYKDDDDK) at the N-terminus

(sgp 130-FLAG), we demonstrate� and postulates the critical involvement of the

N-terminal Ig-like  domain of gp130 in tethering the two

trimers to form the stable hexamer.
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アミノ置換されたインドール類を一挙に合成するこ

ともできる。原料とし∵ と∵









的に多様な難燃剤が必要であり、科学的根拠によっ

て選択すべきである。ハロゲン系難燃剤、テトラブ









ゼオライトの微細構造、ゼオライトの吸着とイオン
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ゼオライトの微細構造：ゼオライト骨格中のAl原子位

置を特定できる普遍的測定法は未だ確立されていな

い。しかしながら、Al原子は特定位置に濃縮されてい

る筈であり、これまでに３つの経験則が提案されて

いる。ゼオライトの物性、特性はAl原子位置によって

左右され、多くのゼオライトの性質はこれらの経験

則の妥当性を裏付けている。また、構造欠陥の存在

もゼオライトの性質に大きく影響する。（板橋）

ゼオライトの吸着とイオン交換：セオライトの最も

重要かつ基本的性質である吸着とイオン交換につい

て、特性発現の原理と物理化学的基礎事項、応用例

について初心者向けに解説した。特に応用について

は、ゼオライト吸着剤の特徴と他の無機系吸着剤と

の比較および技術開発の進歩や最近実用化された例

等を多数記載した（板橋、吉田、平野）。（ 板 橋 ¿觸
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